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 第１８８３回埼玉県教育委員会定例会  

 

１  日  時  令和２年５月２８日（木）  午前１０時開会  

 午前１１時終了  

 

２  場  所  埼玉県教育局教育委員会室  

３  出席者  髙田教育長、上條教育長職務代理者、後 委員、伊倉委員、遠藤委員、

石川委員、佐藤教育総務部長、日吉県立学校部長、関口市町村支援部

長、伊藤県立学校部参事兼保健体育課長、島村財務課長、小出高校教育

指導課長、豊田県立学校人事課長、竹井特別支援教育課長  

栗原書記長、古澤書記、森山書記  

４  会議の主宰者   髙田教育長  

５  会  議  

(1) 前回議事録の承認  

о  全出席委員異議なく本件記載どおり承認  

о  髙田教育長が、後 委員を議事録の署名者に指名した。  

 

(2) 報告事項  

ア  県立学校の再開について  

栗原総務課長  （提出理由、県立学校の再開、感染防止対策－彩の国  新しい学

校生活  ５つの安心宣言－、学校再開後の授業時間確保、感染者急増時の対応、

児童生徒・教職員の感染者発生時の対応及び市町村教育委員会への要請につい

て説明）  

上條教育長職務代理者  説明がありましたとおり休業が大変に長期化している現

状を踏まえると、子供たちの精神的あるいは肉体的な健康状態を維持するとい

うことが、ウイルス感染防止と同等に非常に重要なことになってきています。

状況を踏まえた対策をしっかり講じた上で、段階的に再開していくということ

は適切な対応だと思います。是非考えていただきたいことは、２００時間に迫
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る授業時間の不足が新聞等のメディアで報じられていて、不安を感じている保

護者や児童生徒がたくさんいます。したがって、不足時間に対する対応が、ど

のような形で行われていくのか、小中学校や高等学校によって違いはあるとは

思いますが、早い段階で学校ごとの具体的な方策を決めて、保護者や生徒に示

していくことが大切だと思います。県から指導と助言をしてください。市町村

ごとに違いはありますし、学校ごとにも違いはあるかと思いますので、指導・

助言については、きめ細かく対応してほしいと思います。  

伊倉委員  ２点あります。１点目は、学校支援チームについてです。現場の教職

員の方々は、生徒の対応で相当大変になると思います。保健所やマスコミへの

対応といった通常、学校にはない業務については、極力、この支援チームで対

応して現場をサポートすることが、児童生徒にとって良いことだと思います。

また、小さな市町村では、ぎりぎりの人員で対応しているかと思います。市町

村教育委員会から県に学校支援に関する要望があったときは、是非、前向きに

対応してほしいと保護者の一人として感じています。２点目については、夏季

休暇の短縮についてです。県立高校のエアコンについては、ＰＴＡ等が負担し

ていると思います。６月半ば頃から相当暑くなってくると思いますが、今年度

については、予算を大きくオーバーしてしまう学校が考えられます。エアコン

の使用を我慢させないようにしてほしいです。娘が通っていた高校では、予算

的な都合でエアコンの使用を制限していたことがありました。暑くて授業がで

きないといった声が子供たちから上がって、保護者から要望を出したことがあ

りました。今年度は特にエアコンの使用量が上がってしまうことが予想されま

すので、必要な措置や対応ができるように考えておくことが必要です。子供た

ちや先生方の精神的なストレスをお金で解決することはできませんが、この夏

季の間、体の負担が少なく過ごせるように配慮してほしいと思います。  

伊藤県立学校部参事兼保健体育課長  市町村教育委員会からの要望については、

改めて検討したいと思います。また、熱中症については、しっかり対策してい

きます。  

関口市町村支援部長  市町村教育委員会に関する学校支援チームについてです。
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教育指導あるいは学校管理に関しては、日頃から教育事務所が指導・助言して

います。そのような中で、こうしたことが取り組めないか、前向きに検討を進

めたいと考えています。  

遠藤委員  学校によっては、一つの教室に体の大きな生徒がたくさんいて、非常

に「３密」状態になっています。荷物の置き場もないような「３密」状態をどう

やって解消するのか、不安を感じています。資料では、「１メートル以上の間

隔」とありますが、これまでは１メートルの間隔もありません。県として、生徒

への指導も含め学校に対する指導をしっかり行ってほしいと思います。  

髙田教育長  学校という所は、あえて密な状態を作って教育効果を上げる仕組み

になっています。分散登校の期間については、通常、教室に４０人いるところ

半分の２０人にして、隣・前後に生徒同士が座らないようにします。授業中に

ついては教員がコントロールしますが、我々が心配していますのは、教員の目

が行き届かない休み時間、昼休み、登下校の時間です。子供たちは久々に会う

わけですから、ハイタッチをしたり、じゃれ合ったり、または、一斉に食堂に

行ったり、購買に殺到したりしないか心配しています。授業時間以外の時間で

「３密」状態を作らないように学校に指導します。ガイドラインを踏まえて適

切に対応していきたいと考えています。  

  

イ  県議会令和２年４月臨時会概要について  

島村財務課長  （提出理由、会期及び文教委員会における付託議案について説明）  

 

ウ  令和４年度埼玉県公立高等学校入学者選抜の日程について  

小出高校教育指導課長  （提出理由、令和４年度埼玉県公立高等学校入学者選抜

の日程について説明）  

 

(3)  次回委員会の開催予定について  

６月１０日（水）午前１０時  
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＜非公開会議結果＞  

第４８号議案   県議会令和２年６月定例会提出予定案件について   

県議会令和２年６月定例会提出予定案件の原案を決定しました。  

第４９号議案   県議会令和２年６月定例会提出予定案件について  

県議会令和２年６月定例会提出予定案件の原案を決定しました。  

第５０号議案   県議会令和２年６月定例会提出予定案件について  

県議会令和２年６月定例会提出予定案件の原案を決定しました。  

第５１号議案   埼玉県地方産業教育審議会委員の任免について  

産業教育振興法、埼玉県地方産業教育審議会条例及び埼玉県地方産業教育審議会規則

の規定に基づき、埼玉県地方産業教育審議会委員の職を解くとともに、補欠の委員を任

命することを決定しました。  

第５２号議案   埼玉県障害児就学支援委員会委員の任免について  

埼玉県障害児就学支援委員会規則の規定に基づき、埼玉県障害児就学支援委員会委員

の職を解くとともに、補欠の委員を委嘱及び任命することを決定しました。  

 

 


